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福祉医療費助成のお支払いについて福祉医療費助成のお支払いについて福祉医療費助成のお支払いについて福祉医療費助成のお支払いについて
　町では、障がい者・一人親家庭等・子どもを対象に医療費の助成を行っています。それぞれの対象や助成額につ
いては次のとおりです。

※障がい者の方で後期高齢者医療制度の被保険者の方が医療費の助成を請求するには、「障がい者医療費給付申請
書」の提出が必要です。診療を受けた翌月に申請書を子育て健康課窓口へご提出ください。また、障がい者・一
人親家庭等・子どもの方も三重県外の医療機関で診療を受けた場合には、「福祉医療費領収証明書」の提出が必
要です。診療を受けた翌月に医療機関の領収書（捺印のある医療保険点数分と他の部分が区別された原本に限
る）を添付して、子育て健康課窓口へご提出ください。

※助成金の支払日は、県内医療機関での診療分の場合、診療月の翌々月（障がい者の方で後期高齢者医療制度の被
保険者の方は診療月の６ヶ月後）の25日（25日が土・日・祝日の場合はその前後）です。ただし、これは原則
的な期間です。さらに月数を要する場合がありますのでご容赦ください。
　なお、助成金の明細は「医療費助成口座振込通知書（はがき）」でお知らせします。ご不明な点がございまし
たら、子育て健康課（TEL377－5652）までお問合せください。

※高額療養費及び各健康保険で定められた附加給付額につきましては、加入している健康保険組合等にお問合せく
ださい。
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障 が い 者 一 人 親 家 庭 等
・身体障害者（身体障害者手帳
　1級～3級の方）
・知的障害者（判定機関にて知
　能指数が35以下と判定された
　方）又は療育手帳の障害程度
　が最重度・重度の方
・身体障害者（身体障害者手帳4
　級の方）で知的障害者（判定
　機関にて知能指数が36以上50
　以下と判定された方）又は療
　育手帳の障害程度が中度の方
・精神障害者（精神障害者保健
　福祉手帳1級の方）※ただし、
　通院のみ

・父母のない18歳未満の児童
・18歳未満の児童を扶養してい
　る母子家庭の母親又は父子家
　庭の父親とその扶養されてい
　る18歳未満の児童

乳 幼 児 等
中学校修了前（15歳に達した後
の最初に迎える3月31日まで）
の児童
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※入院時食事療養費及び入院時生活療養費に係る自己負担額は助成の対象となりません。
※健康診断等の保険で認められない診療は助成の対象となりません。
※高額療養費及び各健康保険で定められた附加給付額を控除した額となります。
※独立行政法人日本スポーツ振興センターによる給付（スポーツ保険）の対象となる小・中学校・幼稚園
　・保育園の管理下でのお子さまの負傷や疾病については、スポーツ保険の給付が優先されます。
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保 険 診 療 の 自 己 負 担 額

◆　節度ある適度な飲酒とは？　◆
　アルコール摂取量の基準とされるお酒の1単位とは、純アルコールに換算して20gです。「健康日本21」
では、純アルコールで1日平均20ｇを「節度ある適度な飲酒」としています。
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では、純アルコールで1日平均20ｇを「節度ある適度な飲酒」としています。

　「酒は百薬の長」といわれ、適量を守れば問題はあ
りません。しかし、お酒の飲みすぎは、かえって健康
を害することになります。そのため、節度ある適度な
飲酒を心がけたいものです。
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●食事をしながら、自分のペースで時間をかけてゆっくりお酒を楽しみましょう。お酒と水分を交互に飲
　むのも効果的です。
※空きっ腹の飲酒は、①胃の粘膜を痛めます。
　　　　　　　　　　②アルコールの吸収を早めます。

●飲酒しながらの喫煙はしないようにしましょう。
※アルコールはタバコに含まれる発がん物質を溶けやすくし、がんが発生しやすくなります。

●薬と一緒に飲まないようにしましょう。
※お酒と一緒に飲むと、薬の処理が遅くなり、後で効き過ぎることにもなります。

●肝臓疾患は自覚症状がなかなか現れません。年１回の健診で自己管理しましょう。また、毎日続けて飲
　酒せず、週に2回は「休肝日」を作りましょう。
●飲酒後の運動、入浴は心臓への負担がかかるので、やめましょう。
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お酒と上手につき合おう！お酒と上手につき合おう！

500ml

180ml

約110ml

60ml

約180ml

約520ml

（アルコール度数5度）なら

（アルコール度数15度）なら

（アルコール度数25度）なら

（アルコール度数43度）なら

（アルコール度数14度）なら

（アルコール度数5度）なら

中びん1本

1合

0.6合

ダブル1杯

1/4本

1.5缶

お酒の1単位（純アルコールにして20ｇ）

◆　お酒と上手につき合うポイント　◆

ビ ー ル

日 本 酒

焼 酎

ウ イ ス キ ー

ワ イ ン

缶チューハイ


